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最新の研究としてはPohle, Richard: Max Weber und die Krise der Wissenschaft, Vandenhoeck & 
Ruprecht, 2009. がある。 
3 『職業としての学問』は1917年と1919年に二回講演された後、パンフレットとして出版され、
没後の1922年に『学問論集』(Weber, Max: Gesammelte Aufsätze zur Wissenschaftslehre, hg. von 
Marianne Weber, Tübingen 1922.)に収められた。本稿で引用する際には岩波文庫の尾高邦雄訳（マ
ックス・ウェーバー、『職業としての学問』、尾高邦雄訳、岩波文庫、1936年）を用い、ウェ
ーバー著作集(Weber, Max: Gesamtausgabe I/17, hg. von Wolfgang J. Mommsen und Wolfgang 
Schulchter, Tübingen 1992.以下Weber, GAと略)におけるページ数を併記する。 
4 『職業としての学問』、31－32頁（Weber, GA, S. 86) 
5 『職業としての学問』、41－42頁（Weber, GA, S. 92) 
6 『職業としての学問』、65－66頁（Weber, GA, S, 105) 
7 『職業としての学問』、55頁（Weber, GA, S. 100) 
8 『職業としての学問』、57頁（Weber, GA, S. 101) 









をめぐる議論の現在―｣、『立教大学ドイツ文化論集 ASPEKT 32』、1998年、183頁。） 
13Robert E. Norton, Secret Germany : Stefan George and his circle, Cornell University Press, 2002. 
14Alf Christophersen, Kairos, Mohr Siebeck, 2008, S. 54. ヴォルタースについては、以下の論考が
参考になる。松尾博史、｢『支配と奉仕』―フリードリヒ・ヴォルタースにおけるゲオルゲ・











                                                                                                                                                                  
19『社会システム研究 第十号』、215頁。 
20『社会システム研究 第九号』、199頁。 
21Ernst Troeltsch, Die Revolution in der Wissenschaft, Gesammelte Schriften Bd.4, SS.653-677.（以下
Revolutionと略記） 
22姜尚中、147頁。 
23Revolution, S. 654 
24Ibid. S. 656 
25Ibid. S. 658 
26Ibid. S. 659 
27Ibid. S. 664 
28Ibid. S. 668 
29Ibid. S. 668f. 
30Ibid. S. 669f. 
31Ibid. S. 672 
32Ibid. S. 675  
33Ibid. S. 672f. 
34Ibid. S. 673 
35Ibid. 
36Ibid. 
37Ibid. S. 676 
38Ibid. 
39Ibid. 
40Ibid. S. 677 
41前田良三、189頁。 
42Revolution, S. 659 




認めていた。（Revolution, S. 676） 
46Troeltsch, Ernst: Das Wesen des moderrnen Geistes, in Gesammelte Schriften Bd. 4, S.332. 
47Ibid. S. 304 
48Ibid. S. 306 
49Troeltsch, Ernst: Der Historismus und seine Überwindung. Fünf Vorträge von Ernst Troeltsch. 
Eingeleitet von Friedrich von Hügel（以下Überwindungと略記）, Berlin, 1924, S. 1. 
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51Überwindung, S. 56 
52トレルチはここでプロテスタント的なものとカトリック的なものの優劣をつけるような議論
は行わない。 
53Ibid. S. 48 
54例えば、ティリッヒなどが主要メンバーであった宗教社会主義のサークルの会合に顔を出す
など、キリスト教を共通精神としてヨーロッパ近代社会のはらむ問題を克服する道を模索して
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